
2005年３月22日

２期連続で低下した神奈川県内中堅・中小企業の業況判断

企業経営予測調査2005年３月調査結果より

（株）浜銀総合研究所（社長遠山悌二郎）では、神奈川県内の中堅・中小企業を中心

としたアンケート「企業経営予測調査」の2005年３月調査を実施いたしました。今般、

同調査のなかで最も注目度が高いと思われます業況判断Ｄ．I．の集計結果がまとまり

ましたのでご案内いたします。

───────────────　要　旨　────────────────

　神奈川県内中堅・中小企業の2005年３月末時点における業況判断Ｄ.Ｉ.（全産業ベ

ース、業況が「良い」－「悪い」、回答社数構成比、％）は▲18と前回2004年12月調

査の▲16に比べて２ポイント低下した。業況判断Ｄ.Ｉ.は前回調査に続いて２期連続

で低下した。

今回の業況判断Ｄ.Ｉ.値を製造業、非製造業の別にみると、製造業は競争激化に伴

う販売価格の低下などを背景に、一般機械や電気機械が悪化したことなどから前回調

査の▲７から今回▲16へと９ポイント低下した。一方の非製造業はサービスや建設の

改善により▲24から▲20へと４ポイント上昇した。

　３か月先（６月末）の見通しについては、製造業、非製造業ともにわずかに景況感

が上向くことから、全産業ベースでは▲17と３月の実績に比べて１％ポイントの上昇

が見込まれている。

　このように業況判断Ｄ.Ｉ.は昨年12月以降横ばい圏内で推移しており、当面の県内

景気は踊り場的局面にとどまると考えられる。

【本件についての問い合わせ先】

㈱浜銀総合研究所　調査部　新瀧、加藤

　　　　　電 話　045-225-2375(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)

E-mail:　shintaki@yokohama-ri.co.jp
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企業経営予測調査

２００５年３月実施

四半期別（第１３５回）結果

　　　　　　　対象企業　　  神奈川県内の中堅･中小企業を中心とした793 社
　　　　　　　回収率42.9 ％（回答企業340 社うち製造業150 社、非製造業190 社）

業況判断Ｄ．I．
（2005 年３月末）

　2005年３月末時点の神奈川県内中堅・中小企業(全産業)の業況判断Ｄ.Ｉ.(全産業ベ

ース、業況が｢良い｣－｢悪い｣､回答社数構成比､％)は▲18と前回12月調査(▲16)に比べ

て２ポイント悪化した。業況判断Ｄ.Ｉ.は12月調査に続いて２期連続で低下している。

　製造業、非製造業の別にみると、製造業は前回調査の▲７から今回▲16へと９ポイ

ント悪化した。主要業種で悪化が目立ったのは一般機械と電気機械である。一般機械

は受注面や生産面に上向きの兆しがみられるものの、競争激化に伴う販売価格の低下

傾向が強まったことから業況判断Ｄ.Ｉ.は前回調査の▲５から今回▲26へと大幅に悪

化した。電気機械もＩＴ関連財を中心に在庫調整は峠を越しつつあるものの、販売価

格の低下により損益が悪化したことから業況判断Ｄ.Ｉ.は▲23と前回調査比４％ポイ

ント低下した。

　一方、輸送機械では原材料価格の上昇が続くものの、新型車効果などから受注や生

産が持ち直し、業況判断Ｄ.Ｉ.は＋４と前回調査と同水準にとどまった。また、鋼材

不足などを背景に業績が好調な非鉄・鉄鋼は＋58と前回調査比２％ポイント上昇した。

　非製造業では、前回調査の▲24から今回▲20と４ポイント改善した。運輸・倉庫が

輸出の減速など荷動きの減少を反映して前回の▲３から▲17へと景況感が悪化した

一方で、サービスが娯楽やアウトソーシング関連での改善を反映して前回の▲25から

▲11へと「悪い」超幅が縮小し、建設でも▲18と前回比８％ポイント上昇した。

業況判断Ｄ.Ｉ.の推移

（注１）各年の調査月は３、６、９、12月である。

（注２）シャドーは神奈川県発表の神奈川県景気基準日付に基づく景気後退期を示す。
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（３か月先の見通し）

  2005 年６月末時点の業況判断Ｄ.Ｉ.は、全産業で▲17と３月末実績の▲18に比べて

わずかに改善する見通しである。

  製造業では、鉄鋼・非鉄や輸送機械の「良い」超幅が縮小するものの、一般機械や

電気機械、金属製品などで「悪化」超幅が縮小することから、全体の業況判断Ｄ.Ｉ.
は▲15と３月末実績の▲16から１％ポイント上昇する見通しになっている。

  一方、非製造業では建設とサービスで改善予想となっていることから、Ｄ.Ｉ.値は▲

18と３月末比２％ポイントマイナス幅が縮小する見通しである。

　

足下の業況判断Ｄ.Ｉ.と３か月先の見通し

　　　　　　　　　（業況判断D.I：業況が「良い」ﾏｲﾅｽ「悪い」の回答社数構成比、％）

区　　　　　　分
2004年
９月末

2004年
12月末

2005年
３月末

2005年
６月末

（予想）

全　　産　　業 ▲12 ▲16 ▲18 （▲17） ▲17
製　  造　  業 　 0 ▲ 7 ▲16 （▲10） ▲15
電　気  機  械 ▲ 6 ▲19 ▲23 （▲10） ▲21
輸　送　機　械 　18    4    4 （▲ 8） 　 0
一　般　機　械 　20 ▲ 5 ▲26  (▲ 5) ▲22
鉄　鋼・非　鉄 　57 　56 　58　(　22) 　25
金　属　製　品 ▲ 6 　27 ▲15　(　 0) ▲ 8

非　製　造　業 ▲22 ▲24 ▲20 （▲23） ▲18
建　　　　　設 ▲20 ▲26 ▲18 （▲24） ▲29
運　輸・倉　庫 ▲ 7 ▲ 3 ▲17　(▲ 9) 　 7
卸　・　小　売 ▲37 ▲32 ▲32 （▲32） ▲29
サ　ー　ビ　ス ▲16 ▲25 ▲11 （▲19） ▲13

（注）カッコ内は2004年12月調査時点における2005年３月末予想である。

以　上


